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〔特 別 掲 載〕

（霰薬竈馬．蕪劉言〉

本邦「全結核」年令階級別死亡率性比の研究

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博人教授）
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（受付昭和35年9月7日）

         緒    言

 さきの研究5｝において著者は「全結核」および「臓器

別結核」死亡率性比の年次的観察を全年令について行な

った。つぎにこれを年令階級別に分析してみたい。本報

では「全結核」につき性別年令階級別死亡率とその性比

の年次的推移を観察する。

       資料および研究方法

 資料；

 先報8）に同じ。

 研究方法：

 明治32年より昭和30年にいたる57年聞申，資料の都合

で明治32，36，41年，大正2年の4年度，および大正5

年以降の毎年における「全結核」死亡率を，性別および

年令5才階級別に求め，ついでこれの性比を算出し，両

者の年次的推移を観察した。

 性比＝（男子死亡率／女子死亡率）×100

         研究の結果

 1． 「全結核」牲別年令階級別死亡率および死亡率性

比の年次的推移

 1． 0～4才（第1図，末尾の付表，以下同様）

 死亡率（人口IO万対，以下同様）は明治32年に男112．1，

女107，7で男子がわずかに高い。以後男子は大正5年ま

で上昇して全期間中の最：高値136．5を示し，女子は明治

41年まで上昇して最高値1Z9．8を示す。以後男女ともに

下降に向うが，大正7年までは停滞し，大正8年より急

下降して昭和7年に男女ともに戦前における最低値を示

す。ついで多少の起伏はあるが，男子は昭和18年まで，

女子は昭和22年まで緩徐に上昇する。以後は男女ともに

昭和24年の一時上昇以外は急激に下降する。

 性比は明治32年に104，1で始まり，明治36年頃女子死

亡率が男子よりも急上昇するために98．5に下降するのが

戦前における唯一の100以下の年で，以後は死亡率の昇
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第1図  「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（0～4才）．
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降にかかわらず性比はほぼ逐年上昇して，昭和7年に全

期間中の最高値119．8を示す。以後多少の起伏はあるが，

1ユ0前後で昭和18年まで経過し，戦後は昭和24年に死亡

率～時上昇に平行して性比も100を越えるが，これ以外

は性比100以下に下降，しかも逐年死亡率とともに性比

も下降する。

 2． 5～9才（第2図）

 死亡率は明治32年に男36．2，女50．9で女子が男子の

1．4倍強高い。以後男女ともに逐年上昇して，大正7年

に男69．7，女110．0で男女ともに全期問中の最高値を示

す。ついで男女とも昭和7年まで下降して後は昭和22年

まで停滞し，昭和23年より逐年著明に下降，特に女子死

亡率下降が急で昭和30年に全期間申ではじめて男子死亡

率より低くなる。

 性比は明治32年に71．1で，以後死亡率上昇に逆行して

下降し，明治4ユ年に全期聞中の最低値59．8を示す。以後

死亡率昇降にかかわらず性比は緩やかに上昇して70付近

に達するが，昭和3年より逐年上昇し，同11年に90をこ

える。以後停滞するが，昭和23年に上昇，翌年下降後は

死亡率に逆行して逐年上昇し，昭和30年にはじめて100

日越える。

 3．10～14才（第3図）

 死亡率は明治32年に男42．9，女111．1で女子が男子の

2．8倍強高い。以後男女ともに逐年上昇し，大正7年に

全期聞中の最：高値男96．・2，女247．4を示す。以後男女と

もに多少の起伏はあるが昭和7年まで下降，同14年まで

上昇し，同15年以降は戦後まで下降しつづげる。この年

令階級では死亡率の昇降にかかわらず，絡始一貫して常

に女子死亡率が男子より著明に高い。

 性比は明治32年に38．6で，以後死亡率上昇に逆行して

性比下降し，明治41年に全期間中の最低値34．7を示す。

以後死亡率とともに上昇し，大正9年に40の線に達し，
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  第2図 「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（5～9才）
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第3図  「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（10～14才）
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ついで昭和4年まで停滞後上昇し，昭和22年にはじめて

50をこえ，多少の起伏はあるが死亡率に逆行して上昇

し，昭和26年に60をこえ，同29年に全期間中の最：高値

77．4を示し，翌30年に再び60台に戻る。この年令階級で

は性比は絡始低く，昭和18年まで50以下で経過し，戦後

はじめて50の線をこえる。

 4． 15～19才（第4図）

 死亡率は明治32年に男157，5，女243．5で女子が男子の

1．5倍強高い。以後男女ともに大正7年まで上昇し，女

子は全期間申の最：高値618．6を示す。ついで男女とも多

少の起伏はあるが大正13年まで下降し，昭和10年まで停

滞する。以後男女ともに上昇して，女子は昭和13年の第
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  第4図 「全結核」性別年令階級別死．亡率および死亡率性比（15～19才）
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2峯を示し，男子は昭和15年に全期間中の最高値426．8

を示す。以後は男女ともに逐年下降し，戦後は特に急下

降する。この年令階級では絡始女子死亡率が男子より著

明に高い。

 性比は明治32年に64．7で，以後死亡率の昇降にかかわ

らず昭和4年まで60代で経過する。昭和5年にはじめて

70をこえ，さらに上昇して同14年に80をこえ，同17年に

全期聞中の最：高値94．9を示す。以後は下降して70台に戻

る。この年令階級では常に性比は低く100以下である。

 5． 20～24才（第5図）

 死亡率は明治32年に男238．9，女266．8で女子がわずか

に高い。以後男女ともに大正7年まで上昇し，女子は全

期間中の最高値589．1を示す。その後多少の起伏はある

が男女ともに昭和1年まで下降し，ついで男子は昭和18

年まで，女子は同13年まで上昇する。男子は昭和18年に

822．1で全期間中および全年令階級中の最高値を示す。

以後男女ともに全年令階級中最：も急激に下降し，昭和30

年に男40．9，女46．7を示す。

 性比は明治32年に89． 5で，以後死亡率に逆行して下降

するが大正9年まで80代で経過する。大正10年より昭和

5年まで90代で経過し，昭和6年にはじめて100を越え

さらに遂年上昇し，昭和18年に全期間中の最高値172． 8

を示す。戦後は死亡率とともに性比も遂年下降し，昭和

26年に100を割り，同30年に80台に戻る。

 6．25～29才（第6図）

 死亡率は明治32年に男208．0，女245．6で女子が男子の

1．1倍強高い。以後男女ともに大正7年度で上昇し，女

子は全期間中の最高値470．7を示す。以後昭和1年まで

男女ともに下降し，同2年より上昇するが，特に男子の

上昇が著明で同6年に女子をこえる。以後男子は昭和15

年の一時下降以外は上昇し，昭和18年に全期間中の最高

値689．1を示し，女子もまた高い。戦後は男女ともに急

下降する。

 性比は明治32年に84．7で，以後大正13年まで死亡率の

昇降にかかわらず80台で経過し，大正14年より昭和5年

まで90台で経過する。昭和6年にはじめて100をこえて

からは死亡率とともに上昇し，昭和18年に全期間中の最

高値176．8を示す。戦後は死亡率とともに逐年下降する

が，100以上にとどまる。

 7．30～34才（第7図）

 死亡率は明治32年に男180．3，女195．5で女子がわずか

に高い。以後男女ともに大正7年まで上昇し，女子は全

期間中の最高値352． 3を示す。ついで男女ともに昭和1

年まで下降の後上昇し，昭和18年に男子は全期間中の最

高値405．0を示す。戦後は男女ともに逐年急下降する。

 性比は明治32年に92．2で，以後死亡率に逆行して下降

するが，大正13年まで80代で経過する。大正14年に90を

こえてからは死亡率とともに上昇し，昭和6年にはじめ

て100を越え，同18年に全期聞中の最高値149．8を示

す。戦後は死亡率とともに逐年下降するが110台にとど

まる。

 8．35～39才（第8図）

 死亡率は明治32年に男178，3，女166、9で男子が高い

が，以後は女子が高い。男女ともに大正7年まで上昇

し，女子は全期聞中の最高値264．6を示す。ついで多少

の起伏はあるが，男子は昭和初年まで，女子は同5年ま

で下降する。その後女子は昭和18年まで，男子は同22年

まで上昇し，男子は全期間中の最高値327．7；を示す。以

  7ve
器

薙・・o

毒

呑’ρρ

男。。

碧

ゼ
翻
 ≡…ノ。θ

己
p

一

ノ

副葦触
琵亡率性比〉←一×

  ハ、
   x
  r． t
 r“A N一 I X N，         、  ヘ
ノ            〉   、

x

ノ9aρ     19〃5

s月33   38

第6図

／910    ／9伍     ノ72e    lgzs    ／ed〃    ノ9」｝s    ！e4P    ／945    ！9s〃

43    大4     9     ’4     日召5    10     ／ゲ     zρ                            25
     年      ：次

f全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（25～29才）

一2300一

f955

カ



9

45e

40e

全
結350
募

lll． 300

躯
鉱，

善

管
ゑ，

g

  ’lt
！！ノノ

／／ ：

t”’

1
x

1
／

／

へ

N

lx

 Xk

s

x
N

x N

死亡率摩≡

死亡率穫比）←→

N

x
、  ’一闘「㌦

N
ヘ             コ

  ノ鳳へ、，
、、，’

     ノ八，＿へ ／
 ㌧ノ       、  ，
i

o

N

N

1

s
s

ノ％ロ     ノ％5     ／9ノク ．  ’〃5     ／92a    〃～∫    ノ93〃    ’ノ935    ’34ひ    ノ％5    ノク50・   ノ955

ヨ奔B3    3S     43     六4     弓     14     SB5    ’0     ’5     20     25     3ク

           年      次

  第7図  「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（30～34才）灘冨ね
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         第8図

後は男女ともに逐年急下降する。

 性比は明治32年に106．8を示すが，以後昭和初年まで

ほぼ90台で経過する。昭和2年に100を越えてからは死

亡率とともに上昇し，昭和22年に全期間中の最高値166．1

を示す。以後は死亡率とともに下降するが130前後にと

どまる。
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「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（35～39才）

 9．40～44才（第9図）

 死亡率は明治32年に男171．7，女138．0で，男子が女子

の1．2倍強高い。以後男女ともに大正6年まで上昇し，

女子は全期間中の最高値220．9を示す。ついで男女とも

に多少の起伏はあるが，昭和10年まで下降してから昭和

23年まで上昇し，男子は全期高中の最高値275．5を示す。
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第9図  「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（40～44才）

 ltKs，

－is“ 一i

死亡率讐一

死亡率性比H

か
1丈       一

         、
@         L＿

n〉詞轟

1

、L、  ＼   、   、    、

／％ク

ｾ33
1微ラ

Rβ

！9〃
S3

〃5   ／昭〃  ツ£25
C4   9    ／4

ノ43〃  ／935  ／94ρ
ｺ5    10    ’5

ノ945  ！タ5〃  ／弼
嘯?   25     ∂o

         年      ♪欠

第10図  「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（45～49才）

以後は昭和26年に男子が一時上昇する以外は，男女とも

に逐年下降する。

 性比は明治32年に124．4で高く，以後死亡率に逆行し

て大正7年まで下降するが100代にとどまる。ついで大

正13年まで停滞し，同14年より多少の起伏はあるが死亡

率とともに上昇して，昭和22年に全期一中の最高値164．6

を示す。以後は昭和25年に一時100を割るが，他は大体

150代で経過する。

 10．45～49才（第10図）

 死亡率は明治32年に男196．3，女136． 5で，男子は女子

の1．4倍強高い。以後男子は明治41年以外は大正5年ま

で上昇し，女子は大正7年まで上昇して全期間申の最：高

値190．4を示す。以後男子は昭和5年まで下降の後は，

昭和23年まで上昇して全期間中の最高値249．7を示す。

女子は昭和4年まで下降してから同18年まで上昇する。

以後は男女ともに逐年下降するが，特に女子の下降が著

明である。

 性比は明治32年に143，8で高く，以後死亡率に逆行し

て明治41年まで下降し，大正5年まで死亡率とともに上

昇し，以後下降して大正7年に全期間中の最低値120．1

を示す。以後多少の起伏はあるが，死亡率昇降にかかわ

らず性比は逐年上昇し，昭和16年に150をこえ，同29年

に全期聞中の最高値185．7を示し，以後も高い。

 11．50～54才（第11図）

 死亡率は明治32年に男211．2，女134．9で，男子は女子

の1．6倍弱高い。以後男女ともに大正7年まで上昇し

て，全期聞申の最高値男265．8，女188，7を示す。ついで

男子は昭和初年まで下降の後同7年まで停滞し，女子は

昭和7年までの下降の後同14年まで停滞する。以後は男

女ともに昭和18年まで上昇し，戦後は急下降するが，特
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「全結核」性別年令階級劉死亡率および死亡率性比（55～59才）

ノ％
3a

に女子の下降が著明である。

 性比は明治32年に156．6で著明に高く，以後死亡率に

逆行して明治41年まで下降して全期間中の最低値133． 7

を示し，ついで死亡率とともに大正2年まで上昇し，同

10年まで停滞する。以後多少の起伏はあるが，死亡率昇

降にかかわらず性比は逐年上昇し，昭和18年に170をこ

え，同30年に全期間中の最高値198．6を示し著明に高

い0

 12．55～59才（第12図）

 死亡率は明治32年に男208．2，女127，9で，男子は女子

の1・6倍強高い。以後男子は大正5年まで上昇して全期

閲中の最高値272．7を示し，女子は大正7年まで上昇し

て最高値173．2を示す。ついで多少の起伏はあるが，男

子は昭和5年まで下降の後同10年まで停滞し，女子は昭

和7年まで下降の後同15年まで停滞する。以後男子は昭

和22年の一時下降以外は同25年忌で上昇し，女子は同24

年まで上昇する。以後は男女ともに下降するが，特に女

子の下降が著明である。

 性比は明治32年に162．8で著明に高く，以後死亡率昇

降にかかわらず大正1⑪年まで160の線を上下して経過

し，大正11年に下降して全期間中の最低値148．7を示す。

性比150以下はこの年のみである。ついで死亡率に逆行

して上昇し昭和2年に170をこえ，同15年まで停滞後は

死亡率とともに上昇し，昭和18年に190をこえる。戦後
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工 響 ノ解 惚 惚 憺 塑 ／妙 野 努
     年       次
「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（60才以上）

は昭和22年に死亡率とともに下降するが，翌23年より死

亡率昇降にかかわらず上昇し，同29年以降は200をこえ

る。

 13．6⑪才以上（第13図）

 死亡率は明治32年に男183．1，女102．3で，男子は女子

の1．8倍弱高い。以後男女ともに明治41年まで下降の後

は，男子は大正6年233．4まで，女子は大正7年124．4ま

で上昇して全期間中の最高値を示す。以後男子は昭和7

年まで下降後目13年まで停滞し，女子は昭和10年まで下

降後同16年まで停滞する。ついで男女ともに昭和18年ま

で上昇し，戦後は昭和23年まで下降の後，男子は同26年

まで女子は同25年まで上昇し，以後は男女ともに緩徐に

下降する。

 性比は明治32年に179．0で著明に高い。同36年に死亡

率とともに下降して全期聞中の最低値173．6を示す。以

後多少の起伏はあるが，死亡率昇降にかかわらず性比は

遂年上昇し，昭和2年に200を越える。ついで昭和15年

まで停滞の後上昇し，昭和29年に240をこえる。この年

令階級の性比は全年令階級中で絡始最も高い。

 ■． 「全結核」年令階級別死亡率性比の相互比較

 つぎに「全結核」年令階級別死亡率性比の相互比較の

ために，各年令階級別死亡率性比の年次変化を同一図上

に描いて検討した。

 性比100の線を越えるものがわずかで，おおむね100

以下に位する0～29才を一括して第14図aに，前者に反

し，性比100以下はわずかで，おおむね100の線をはる

かにこえる30才以上を一括して第登降bに示した。

 a．0～29才（第14図a）

 死亡率性比がおおむね100以下の30才未満の年令階級

のうちで，0～4才は明治36年，昭和23年，同25年以降

を除き性比が100より高い。本年令階級は30才未満の階

級においては昭和10年頃までは最も高性比であるが，そ

の後は20～24才，25～29才の性比が急騰するので，それ

らより以下で戦後は90台に下降する。

 20～24才，25～29才ではおおむね近似の経過をとり，

昭和5年までは100以下で昭和6年に100をこえ，同14

年以降の急上昇の角度も，同22年以降の下降角度も近似

する。しかし20～24才では昭和26年以降性比100以下に

もどるが，25～29才では同年以降100に接近するが100

の線よりわずかに上にとどまる。

性

比

編

玉

                                                                           σ～4
囀ｻ                          ，卸！2算＝：巽  L                                                   ／5v！90一一Q

1ρo

@ 卜
A／

                                                                                  ，“pr三三警r蔓〔三讐i黛こごぐ鱗                                          「

器 貿 饗 難 ・多” ’弩5 鰐 1鴛5 ’弩” 〆玄冨5 砦〃 ！影5

第14図a 「全結核」性別年令階級別死亡率および死亡率性比（0～29才）
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難  ノ穿  傑  鰐．俘  解  勢  参㌘ 璽

 年        ）欠

「全結核」年令階級別死亡率性比（30才以上）

 5～9才，15～19才では近似の経過をとり，5～9才

半昭和30年を除き性比は100以下で，しかも20～24才，

25～29？より｛王毛V、0

 10～14才では他の年令階級より特にはなれて低く，昭

TnlS年までは性比5⑪以下で経過し，同22年以降上昇する

が，他の年令階級よりはるかに低く昇降の幅も少ない。

 b，3⑰才以上（第14図b）

 死亡率性比うミおおむね100以上に位する30才以上の年

令階級のうちで，30～34才，35～39オの階級は昭和初期

まで100以下で経過し，30～34才では昭和6年，35～39

才では昭和2年に100の線をこえるが，以後は100以下

に下降することはない。また30～34才，35～39才ではそ

の昇降の角度は近似するが，30～34才が低い位置にあ

り，戦後に性比が下降曲線を示すのはこれら2階級のみ

である。

 40才以上の階級ではいずれもleBの線以上でおおむね

近似の経過をとり，しかも高年令階級ほど高性比を示

す。しかして戦後も上昇傾向を示す。40～44才では昭和

18年までは30～34，35～39才の経過と同傾向でそれより

高く，戦後は昭和25年以外は高年令階級の経過と同傾向

を示す。

 45～49才，5G～54才では絡始近似の経過をとり，これ

より低い年令階級より常に高く，戦後は性比の上昇角度

が急である。

 55～59才では終始150の線以上で経過し，戦後の上昇

角度も急である。

 60才以上では他の年令階級よりとくにはなれて高く，

その上昇角度はゆるやかであるが絡始上昇曲線を描き，

昭和2年以降は200の線を越える。

       綜合的考察および結論

 以上明治32年より昭和30年にいたる57年間の「全結核」

性別年令階級別死亡率および死亡率性比を，各年令階級

別に観察した結果を綜合すれ．ばつぎのことが看取され

る。

 1． 「全結核」性別年令階級別死亡率

 1． 0～4才では死亡率はほぼ年次を追って下降し，

総年令でみられる死亡率上昇による大正および昭和の双

峯はともに現われない。しかしておおむね男子雍亡率が

女子より高い。

 2， 5～9才では死亡率は大正年代に上昇して第1峯

のみが現われ，以後はほぼ年次を追って下降する。しか

して昭和30年以外は女子死亡率が男子より高い。

 3． 10～14才では死亡率上昇による大正および昭和の

双峯を示し，第1峯が第2峯より高い。しかして女子死

亡率が男子より終始高い。

 4．15～19才では大正および昭和の双六を示し，男子

は第1峯より第2峯が高く，女子は第1峯が高い。しか

して女子死亡率が男子より絡始高い。

 5．20～24，25～29，30～34才では大正および昭和の

双峯を示し，男子は第1峯より第2峯が高く，女子は第

1峯が高いQ昭和5年までは女子死亡率が男子より高

く，昭和6年以降は男子が女子より高い。

 20～24，25・N29才では第2峯の頂点は全年令階級中で

最も高い。

 以上の10～34才では第2峯の頂点は昭和18年である。

 6．35～39才では大正および昭和の双峯を示し，男子

は第1峯より第2峯が高く，女子は第1峯が高い。第2

峯の頂点は昭和22年である。昭和1年まで女子死亡率が

男子より高く，昭和2年以降は男子が女子より高い。

 7． 40～44，45～49才では大正および昭和の双峯はを
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付 表 「全 結核」 性別年令階級別死亡率 （人口10万対）

および死亡率性比｛（男子死亡率／女子死亡率）xloo｝

年 次

1899

1903

1908

1913

1916
1917
1918
1919

1920
1921
1922
1923
1924

明治32

36

41

大正2

5
6

7
8

 9

10
11
12
13

0～4才 5～9才

死 亡 率

緻「男 女
死亡率性比

死 亡 率
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     I
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45． 7

44． 5

44． 3

43． 9

43． 6

42． 9

47． 8

49． 6

47． 3

46． 2

49． 6

58． 3

57． 8

56． 3

53．3
64．3．

65．9

68，4

77．41
    1

     

64．5i

一2306一
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15～ユ9才

死 亡 率

総 数 男 女

20～24才 25～29才

200． li

281． li

157． 5

      

218。gi
     i

24S． o1

243． 5

345． 0

死  亡
死亡率牲比
         ｝総数

率

男 女
死亡率性比

死亡 率

総 数 男 女
死亡率性比

333． 2i

354． 3i

     1
401， Oi

422． 1i

490． 8・

！tA 7 L 31

     1

440． 0，

413， 7i

436． 8，

416．0
385． 1i
     L

393． 11

381． 7’

401． 61

389． 7’

399． 7i

3so． ei

375r 7

355． 81

374． 9’

385． 91

378． 3，

425． 4

429． li

438． 2，

448． 6！

45 2．． 81

42e． 7i
4．le． V

4－03． 8
     1

     1

    ：

    5

     1

203．2
171． 7i

148． 21i
    r

ユ14．2；

74． 0！

47． 7i

30． 4．

26． li・

    E

18． 41

265． 21

302． 11

314． 8’

365． 2i

362． 6・

343． 1，

333． 71

346． Oi

326． 5’

309． 41

313． ！1

316．4
g？gi gi

328， 9i
     l

318． 9i

318． 5’

308． 5i

325，2
328． 6i

323，01

361．2
362．81

376．9：

406．4！

426，81

45荏，7；
      
399．4…

389．91
      

ii5161

17g， 71

148． 91

95， 7

61． 9

4e． 2

24． 9

22．0

15．3

421， 31

     r

446． 21，

500． 3’

530． 0，

618． 6i

583， G

539， 9，

496． li

530． 51
     1

508． 71

463． 3i

475． 61

448．6
475． li

462． 3i

472． 7i

442． 91

434． 3’

404． Si

4．？． 6． Q

444， 3i

434． 71

490． 9i

497． OI

501． 1’

491． 61

47 oO． 71

436， 8

420．9ヨ

417．9旨
     1

226． 81

！91・ Zi

172， 71

133． Oii

s6． 41

講

21． 5

    ト

64． 71

    f

63． 4
    J

58． 91

    i1

59． 41，

    i

60， 4i

59． 41

59． 01

62， 2i

    ！

63． 51

67． 31

65． 2i
    I
64． 2i

66， 81

65． 8i

7e， 5i

69． 4・

691 6，！

69． 6i

72． 0，

73． 31

76， 4，

76． 3，

74． 01

74， 3i

70．6
    ：
73． 01

：， E・ 2：1

82， 7i

89． 2i

9． 2・ 7i

94． 91

93． 21
    も

    f

    i

79． 2i

76．5
71． 7i

    ；
    1

72． OI

71． 6i

72」 71r

69． 21

    1
72， 61
    1

71． 21

252． 7i

315． 8

380．5

401．0

453，9
463． 9，

540． 5’

510． 2，
     i

4？8． 71
     1
464． 6’

482． 8

453． 5’

429． 2i

     …

434． 4i

421． 7・

446． 6’

445， 4’

455， li

442．41

443．7…
      
429．51

451．8
470．4…

467．8：

496．21
493．51

497．21
      
585．1、

     i

571．6．

575．5．

6GO，7i
617．4…
     11

    I

     I
424． 0，i

398． 61

343． 21

    1

254． 61

158．7
103． 8i
751 i1

63， 61

43． 8／

238． 9，

282． 2’

346． 7i

369． 4i

     i

402， li

lll：尋

473． 2i

    …

452．5
    i
441． 3i

458． 6i

428． 3’

4玉1．2…

415．Ei

4e4 9・

435． 51

438． 1’

438． 41

431． 71

445． 8i

432． 91

460．7
475， 5’

    i

475．6i

504． 51

499， 9i

503， 91

713．3

692v61

Zl！・ 41

776．0
822． ；i

     f

    i

     G

465． 8・
4i．g［ gl

     I
360． 5！

256．α
    1
154．11     

99． 7i

69．6i

60．8「

40． 9i

266． 8i

350． 2，

     i

415． OI

433． 7［

     r

507． 6i

522． 31

589． 1’i

547．6

505． 3）

488． 41

2％igl1

447． 81

453． 9i

439． 21

458． 21

’453． 01

472， 5，

    1
453． 61

441． 5’

425． 91

4荏2，7；：

465，121

    1

459． 91

487．8
487， 21

1認：11

47s， 31

464． 71

471．王…

475． 8i

    ，

    i

386． II

378． 4

326． 6ii

    L

253． 3i

163．3
1e7． 811
771 91

66． 5i

46． 71

89． 5i

80． 6 1i

83． 5ii

85． 2i

    ！

79． 21

gs，191

86． 4
    …

89． 6・1

90． 4，1

90． 3

89． 3’

91． 81

91． 51

92． 2i

95． OI

96． 7，

92． 81

95．21

101．Ol
    ロ101．6’

104．1i

102．2…

103． 4’

103． 4i

102， 61

102．8
146． 1’

    1

145，7
153． 91

164． 7，i

172． 8i
    i

    r

226． 51

260． 81

305． Oi

     i

319．5
     i

375． 91

．雛1

399． 31

     1

372。6．

359．0．

372・2i

349．7
     ト
337．51
     1

335，6i
      

326．2i
341．g1

344．8
342．5…

334． 71

334． 8，

337． 21

359． 7i

365， 1’

     i

361．0
390． 71

3？9． 3’

389． 7i

454．5

424，01
426． 4i

466． 7，

s14， 5［

            1
120．61 394．9，
            1
111．0 393．51
110． 4i ．350． 4i

     1
101． li

94． 41

器：ll1

91． 4i

87． 61

294． 01

201． 0，1

139． li

108． 41

94． 21／

     i
     l

7L 7

      

208．0！

221． 7

273． 0’

     …

286． 31，

     i

338． 71

器1：11

358． 01

342 ・8i

332． 41

346． or：

324． 71

317． 4i

32Q・ 71

308． 3，

336． Z

333． 1i
     I
335． 71

330． 3’

336． 01

341． OI

37C． 2，

381． 1i

     L

376． 5i

41 ，3． 3i

395． 8i

411， 3i

562， 6’

     ：

472，5
495． 9r

577． 7

689． ll

     ’1

     5

編1
402． 3［

     ］

     1

317． OI
2ibl 41

141． 6i

109， 41

94． 9，

     1

72． 7

245． 61

301． 0

337． 31

353． 9
     1

     1

414． 21

413． II

470． 71

442． 4j

     l

4e3． 8

386． 81

99，91，31

358． 7i
     I

351． 21

345． l1

34Z 4

359． 2i
5491 61

339， 41

333． 5i

333． 1ii

348． 7i
     I
348， 51i

344． 9・

3C・’f’． 4，

362． 3i

367． 8i

375． 4’

     L

378．9
363． 31

374． 8’

389． 81
      11

     1

     L

342． 6i

344． 81

326． 8i
     i

     J

274． 7i

I9？・ PI

136． 81

10Z 4

93． 6i

70． 8

1

84．7

73． 7

80． 91

80． 9！

    t

81， 81

ft！・ ZL

SI． 61

80． 9i

ll：9」

86・8「

86．4…
     
88．5i．

    1

91．31

89．31
96．9…

92．21

96．oi

97． 31

181：摯

     I
IQ6・ 2i

1／ 09． 411

109． 21

112． 5i

；・ 99・ ？1

｝／ l！・ e］

149． 91i

謝．
176． 81’

124．7！
    t

134． 8i

132． 2

123． 1

115． 4／

le9．1

103．5
101． 91

1el． 4i

102， 7i
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付 表 「全結核」性別年令階級別死亡率 （入口10万対）

および死亡率性比｛（男子死亡率／女子死亡率）x100｝

r
I

l年
i
1

次

30～34才

死 亡 率

35～39才

1

L
1

1899

1903

1908

明治32

36

41

総数

187．7

215． 8

227． 2

男

180． 3

196． 4

200． 1

女

195．5

236．1

255． 3

＝死亡率性比
死 亡 率

総数1 男1女
．死亡率性比

92． 2

83． 2」

    1

78・4旨

82． 811

    1

98igi

器：1…

iglll

gg・1・！11・

g一igi

i，lfil1

172． 71

194． 2］

201i@ll

鯵：：；1

講

T
178． 3i

lss． 21

190． 21

    L
    L

］92， 61

    E

210． li

219．O    I
239． 01

229． 91

166．9

200．5

212，6

106．8

93． 9

89． 5

40～44才

1913

1916
1917
1918
1919

1920
1921
1922
1923
1924

1925
1926
1927
1928
1929

1930
1931
1932
1933
1934

1935
1936
1937
1938
1939

1940
1941
1942
1943
1944

1945
1946
1947
1948
1949

1950
1951
1952
1953
1954

大正2

5

6

7

8

 9

10
11
12
13

    14

昭和1
     2

     3

     4

5

6

7
8

9

10
11
12
13
14

15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
21
27
28
29

24ユ．1 2ユ8．6

死 亡 率

284．4
2sgl 41

321． 31

295． 01

総数：

281． 21
267． 61・

271． 2／1’

255． 1

250． 31

     ヒ
lll：li

290．61

273・4 P317・1i

260・gi 302・1i

ii書§：劉塁§乙：言、1

                

235，7 275，6i

236’0 P265¶6…

      258・5i236．62

227．41246．q
238．41      252．1i

238．6i252．11

264・@O

lll：影

352． 31

224，0 215．ll
           
器1尾警：ll 225．創

i！：lii’

霧
243・ 9

3？ggi

95． 7

89． 1

89． 8！

90． 31

94． 3i

gz－ei

ll：劃

8gi gi

155． 4

173．3

男

247． 21
E561 4［

245・ Oi

Z4i・ S

249． li

200． 7

197，3

251．5

186．8

194．1
188． 3

192． 9

lg2，Si

igsigl

鋤
igglgl

i’EivllI

？99i 3i

200． 8，i

？9？・ 5ii

i器：1；

lggi g

    r

lg8i gl

igTgl：1

180． 9

99． 1

92． 8

104． 5

100． 9

104． 4

171．7

184．1

186， 31 196． 5

181． 9

202．8ヒ

227． 7

220． 3

207．1

199． 3i

逡1：ll

l畑

173． 9

168． 91

ユ72．2

167．8
169．4

189． 5

女
：死亡率性比

1

1955 30

lll：豊

ll？：li 26。．8［

           コ
257。5 270．51
           F

251． 2i

278． 7

Zg7＋ 31

270． 41

282． 81

287． 11

285． 31

310． 61
5541i）

lll：刻

So41 SI

246． 8i

Iel・ 61

137． 4i

i97・ 1］

96． 6，

    1

8i・ O

     I

244． 911

一一一 ，］

Zsb． 4

248．1
250． 4

264．5

290．8

285．8
283．31
     ト
3eg． 5［

gsgi g

2ggi g’

     E

     I

396． sl

器1：1…

275． 1i！

200．5
152． 21

115． 5j

105． 5’
     i

87． 3i

     I

     l

2s3・@7

lll：象

ll？：創

243． 7

1器l
zggi gi

2s6・@6P
3a’gJgi

253， li

270． 31

    1

272． ol

矯
，251Eii

l：gi gl

i88igl

75． 8i

99． 71

104． 9i／

108． 61i

107． 91

111． OI

111．6；

109。4i
    ト
115．31

！10．3

120．6
    1

    1

124．31

133．1．

147、1i

149，8i
    i

    I

    」

    i

12？igi

lii・li

lll：叢

i’2il 21

1！Ei 91

117． 9」

110r． ？一l

    j

181， 2

188．9

183．6
195． 2

195．0

189． 3

202． 2

200． 6

．？．03． 2

208． 5

207． 4

217． 41

237． 2

258． 4

259． 5

260．3
251． 0

219． 4

162． 8

120．5
95． 1

92．7

77．1

203． e

216． 2

215．3
223． 41

230．4

    ！
233， 91

250． 2i

276， 31

309， 31

    1

327．7
322． 4

306．6

259． 7」

188．1

136．1
108． 7

105．6
    L

s7． 91

    1

174， 7

1gZ“i5［

i8，kgl

179． 9

183， 2［

196． 9」

206． 71

    L

    旨
    i

197．3i
     

204．5i
    I

201．3

183．5

140．6
106． 9i

83． 2

80． 3

68． 2］

    l

    I

110． 4

108． 5

115．3
112． 3

115．0

116．2
115． 6

116． 4

122．8
124．0

130．0
136．6
140， 31

149．6

166．1
玉57．7

152．3

141．5

133．8
127． 3

130． 6

131．5

128．9

165． 4

166．5

160．4
169． 4

168． 9

162．7
176． 9

166．4
168． 2

170． 0

167． 9

179．1

194．8

214．6

217． 9

223． 4

215． 4

146． 9

153．0

115．4
97． 2

92．1

77．9

213．5
234． 4

226．2
216， 2i

203． 1

195，e
197． 7

187． 4

175，8

187．O

ls5，5

186．4
187． 8

182．5

180．9

182．8

183．9
186． 91

186．8

183．2
195． 8

187．7
188． 7

190，4

191．6

208．1
229， 5i

260，2

270．6

275．5

266．5

ユ42，3

185．9

143．0

118．3
115．7

95．8

    ミ
138．Oi
    l

    I

162．0

17s． 41

    E

l73． 91／

191． 81
2，20． gl・

z！a・ 31・

197． 9i

    I

195， 5i

179． 71

179． 21

172． 7i

165． 4！

160， 71

151． 9

157． 7i

14z ol

155． 61

    E

149． II

149． 3i

13s． 31

！59・ ei

149．8

140． 7

156． 5

143． 5

f

講
i2zig・1

｝講

164．4

171．5

165．2

152． 9

122． 1

90， 1

77． 7

7e， 9

62．0

124． 4

113．6

112．0

log． o

lll． 3

106．1
1e5． 6

109．2

！03．9

108．5
110． 3

108． 5

106．3

116． 4

122．1
118． 2

127． 8

117． 3

12L 3

122．4
135． 9

123． 9

124．7

130． 21

125．1

130．8

129．1

128．5

134．3

140．3
145． 0

155．9

164．6
160． 6

161． 3

93． 1

152． 3

158．7

152．3
！63．2

154．5
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45～49才

死亡率
総数 男 女

死亡率
：性比

50～54才

死亡率
総数

1

男 女

死亡率

性比

55～59才

死亡率
総数 男 女

死亡率

性比

60才以一ヒ

167．3 196． 3

死亡率

184． 0

179． Oi

186．3

210． Oi

136．51 143．81i 174．1

！56． 41 134． 3i 187． 2

1 ・1 L

21L2！ 134．91 156．61 168．4

221． 11 151． 8 145．7 181．8

総数 男 女

死亡率

性比

199． 4

 208． O
1

157．6i 126．51 189．6

16 3， 5i 1？“ 7． 21i 20 2， 3

208． U 238． 61 ！76． 7

195． 21

209．8
197． 41’

180．2
176． li

177． 71

162， li

163．4

218． 41 171． 51

228． 71 190． 4i

224． 9i 169， 4i

    L

201， 41 158． 71

196， 21 155． 7
    L
2ee．Il 155．e
183， 9」 140． 01

186． 11 140． 2

135． 01 216． 71

127． 3i 215． 31

120． 11 227． 6
    1
132．81i 207．61

126． 9i 192， O1

126． Oi 186． 31

129． 11 180． 91

131．41 171．01・

132． 71 161． ”v

216． 21 161． 7i

235． 2i 168． 2

2Jl． 71 181， O1

248． 5i 181． 3i

265． 81 188． 7i

2． 41． 61 173， 31

224， 5i 159． 2i

216， ll 1・ ：6． 41

216，eii 145．71

201， 31 140． 71

／87． 6i 136． 2i

133．7

208． 21 127． 9

    E

226．9i・ 135．5

188，8i 228．81 148．1

139． 11 221， 41 272． 7i

137・ ！i ？！3・ 7i 257． 51

14e， 91 219． 11 ．？．65． 51

139． 41 20 2， Ol 24 9・． 9’

t

139． 8 P 203， 91．247． 91 158． 8i1

170， 3i

170， 4i

173． 21

162．8

167． 5

154．5

156．1

a
    1

139．81i 183． Ii
    F

137． 31 177． 2

129． 8i

102． 31 179， O

    r

102，11 173．6
    1

170．51 92．91 183．5

152． 41 200． 01

160， ll 170． 21

151． ！l 170． 5，．

153， 31 169． 0’

109．011 183．5

ko，．一nD，c一． O i 120． 21
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示し，男子は第1峯より第峯2が高く，女子は第1峯が

高い。第2峯の頂点は昭和23年である。男子死亡率が女

子より絡始高い。

 8．50～54，55～59，60才以上では大正および昭和の

双峯を示し，第1峯が第2峯より高い。第2峯の頂点は

昭和18年より同25年までつづく。男子死亡率が女子より

絡始高い。

 以上の如く0～4才の死亡率曲線には大正および昭和

の双峯はともに現われず，5～9才では大正の峯のみが

現われ，その他の年令階級ではすべて双峯が現われる。

 このSS 2峯は青壮年階級では著明に高く，若年または

老年令階級になるほど峯が低くなる。しかして年令階級

の高いほど第2峯の頂点が後年に移動する。

 男子15～49才では第1峯より第2峯が高く，男子50才

以上と女子10才以上では第1峯が第2峯より高い。

 第1峯は大正期のインフルエンザ大流行の，第2峯は

第a次大戦の，各影響を受けたものであるから，前者は

性別年令別に関係なく現われ，後者は青壮年ことに男子

青壮年層に対する影響が大きく現われたものとみなされ

る。

 豆． 「全結核」年令階級別死亡率性比の相互比較

「全結核」年令階級別死亡率性比は，0～29才ではおお

むね100以下に位し，30才以上ではおおむね100の線を

はるかに越える。

 a． u～乙》イ

 死亡率性比がおおむね100以下の30才未満の階級にお

いて，0～4才は昭和10年頃までは最も高性比である

が，その後は20～24，25～29才の性比が急騰するので，

それらより以下で戦後は90台に下降する。20～24，25～

29才では近似の経過をとり，昭和6年に100をこえる。

20～24才では昭和26年以降100以下にもどるが，25～29

才では同年以降100に接近しても100の線より上にとどま

る。5～9，15～19才では近似の経過をとり，性比100

以下でしかも20～24，25～29才より低い。10～14才では

他の年令階級よりとくにはなれて低く，昇降の幅も小で

ある。

 b．30才以上

 死亡率性比がおおむね100以上の30才以上の年令階級

において，30～34，35～39才は近似の経過をとり，30～

34才では昭和6年，35～39才では昭和2年に100をこ

え，以後は100以下に下降することはない。戦後は性比

が下降傾向を示すのはこれら2階級のみである。40才以

上の階級はいずれも100以上で近似の経過をとり，年次

を追って上昇し，戦後も上昇傾向を示す。しかも高年令

階級ほど高性比を示す。50～59才は絡始150の線以上で

上昇し，60才以上では他の年令階級よりとくにはなれて

高く，絡始上昇し昭和2年以降は200をこえる。

 以上の如く明治年代より昭和18年までは，社会的条件

によって影響を多く受けるのは青壮年で，とくに今次大

戦の影響を男子青壮年が多く受けた。戦後は社会的条件

改善の影響を受けて全年令層ともに死亡率は減少する

が，その影響は低い年令階級ほど多く現われ，とくに女

子の改善は早い。そこで高年令階級ほど改善の現われが

おそく，しかも高性比を示すことになる。

 稿を攣るにのぞみ，恩師吉岡博人教授および諸岡妙子

助教授の御懇篤な御指導御校閲を感謝する。
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